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Formation process to construct the perspective of clinical developmental 
psychology for the educational support




















































































































































































































































　20XX 年に都内 Z 大学心理相談センターに来所
した，対人的相互作用に問題がある B 児（女児，
来所時 5 歳）と C 児（男児，来所時 9 歳）に対す
る教育実践場面のうち，本研究では，B 児の実践
開始初期の 2 場面（B -1，B -3）と，C 児の初期と














　実践場面の構造：以下の 4 ～ 5 名がプレイルー
ムに同室する。実践者として，課題を進行する指







































































































が最も多かったのは，多い順に，C-9 での SE の
13 視点中 7 視点（53.8%），C-8 での SA（12 視点
中 5 視点（41.7%），C-8 での SB（14 視点中 5 視
点（35.7%），C -1 での SD（26 視点中 8 視点（30.8%）
C -1 での SB（27 視点中 8 視点（29.6%）などである。
　また，これとは反対に，データに対応づけずに
条件関係の記述も無く，観察した事項を根拠を示










の記述に該当する場合をみると，5 人中 4 人が 6
場面中 1 場面以上の考察で該当していた。実際に
実践場面を経験していない B 児に対する観察場面
では全員が 0 ～ 20% であった。実践場面を経験し
た C 児に対する考察は，5 名中 4 名が 1 場面で該
当した。今回の分析対象の観察記録を書き始めて
から後半にあたる C-8，C-9 で見ると，5 人中 3 人
が 35% 以上この視点から記述していた。とくに
SE は，他の場面では 15% 未満であったのに，C -9
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全体としては 30％～ 50％であったが，特に C -6


















図 3 に示したように，SB はどの観察場面でも常
に 40％～ 70％程度の割合であり，SD は C 児に対
する観察場面で同様であった。それに対して SA
や SC や SE は，C -9 で，「対象児の個人特性に関
する考察」を記述する割合が減少した。
　「対象児の社会的相互作用に関する考察」にお
いても（図 4），場面間の変動が大きいが，B -1 と
C- 9 を比較すると，SA（33.3％→ 62.9％），SB（14.3％
→ 33.3 ％），SC（46.7 ％ → 45.5 ％），SD（11.8 ％
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合が 20％以上という基準で見ると，SA は C-1，
C-8，C-9 で該当し，SB は B -1，C-1，C-8 で該当し，
SC は B -1 で該当し，SD は B-1，B -3，C-6，C-8，
C-9 で該当し，SE は C-1，C-8，C-9 で該当した。
SB と SC と SD は観察初期からこの視点での考察
を行っていた。C-8 場面や C-9 場面では，まだ
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（２）考察で言及された視点について
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（注）
　「障害」についての表記には諸説あるが，本研
究では「障害」とする。先行研究や，関連する法
律で使用される表記法との整合性を保つためであ
る。
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